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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、プレフォールディンβサブユニットファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、プレフォールディンの6つのサブユニットのうちの1つです。プレフォールディンは、新しく合成されたポリペプチドに結合して安定化させ、正しく折り畳むことを可能にする分子シャペロン複合体です。2つのαサブユニットと4つのβサブユニットからなるこの複合体は、6つの突出したコイルドコイルを持つ二重βバレルアセンブリを形成します。[RefSeq提供、2008年7月],機能：細胞質シャペロニン（c-CPN）に特異的に結合し、標的タンパク質をc-CPNへ輸送します。新生ポリペプチド鎖に結合し、非天然タンパク質が競合する経路が多数存在する環境において、折り畳みを促進します。,類似性：プレフォールディンβサブユニットファミリーに属します。,サブユニット：2つのPFD-α型サブユニットと4つのPFD-β型サブユニットからなるヘテロヘキサマー。,
	研究分野
	シグナル伝達、タンパク質輸送、シャペロン、その他のシャペロン、エピジェネティクスと核シグナル伝達、転写、転写因子
	画像データ
	

	RAW264.7細胞ライセートのPFDN1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

